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砂10月はf体力づくD強調月間Jです。みん草でスポーツに親しみましょう。

古寺に咲き乱れるコスモス (般若寺)
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来年4月から介護嘩瞳制度が拍ぎります

2 4 5 5 6 7 8 g 

要介護認定申請受付を周始
社会の高齢化が週臨み 老後の大雪"関岨巴怒っている介貨をみんはで支えよヨといヨ 介層保険制
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っ
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も
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化を削る相文化財(醐"噛多く，をされてい，す制支化財
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酬保存し糊するための削酬として陪棚相聞"し
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「
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大会(午後 1時申し込み必妥当日.加も可}

同閣が蜘どの網臨

〈喝しぴの・(脳声旬，> 
・みん芯でつくろうわbベコたコンザート{午前'"

桝午後H料 開 輔欄肱ど

〈大県院車酒文化.，蘭姻町， > 
H 開，.酬 弓 ，.m日間コーナー
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〈噌寮問咽酷埼.
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.."明"偶 '-"72写真美術館
世界遺産量録 ~C意

「奈良文学賞」作品募集
"月か5の屡示

世界遺産量鎗の.，鳴を考え 世界の宝と

忽コ1と前内の文化財を金田 ζアピルする

ため開咽材とじた4載を闘します
懐古奈良大和E書館，.展示室AB一入江憲章

-期間一IOI!2図ωーJl}jη日
明 砂内曹 人江業島が象良

大斜路の..を鮒めたのは ‘首
相羽温存のこ>.以来 平底

t亡くなるまで『目

ふるきとJである..
の..迎及しできまし文.

"入正の政行錯誤の時代どった

断剛-~年代の作品間前週

びまし犬.・R後まも"い貧し
〈とも突しい祭良大柿路の作品

は 大刷費しさ レにしみる拙l:IJ何か

り糾，てくれる】とでしょう

砂開館時間 、前9時字、午後5時(入舗は4時.まで)

砂休館目 月咽日 観日の霊日 (IOf]I:!A，1I1148
fliJ.休館} ただ""列lIL

内/高校*?哩2側内/1
日は小中学生高校生"線終) 砂その他 第2土曙日

午後2時から惜惜員。よる作酬裂が.り.す.

テーマ 告良将 I~ r前.袋良の文化隊Jとしてユネ
スコ世界腕l臨，れた8惟伽←酎耐とした
もの ・応"方途 _OO'/，飴め飯縞附紙100-1.¥0役(日

ふ筒鑑l!f!与} り プロ順衝の婚合A<胞のマス目

的い恥印}隠し ~oo'l同時制l'tJl."，閥均

いで〈問、、応附明日 4阿川内)
.高野然別年前電話毎号..'た別紙をつけて 来

年'"凶"~までt 可f役所惟堺.. 厳司督ヘ 録;st"1 応
募.格"聞いません。作品はn作でふ之楚衰のものに除句
2寸 ...員黒岩重持{直木賞選.餐鍋Lif<l'陽
(直木賞選~l' ltL .山茂(祭民学窃究家) 砂.・ト-

k賞-，・(賃金剛H内 ft作ー2鰯(1:j>20万円)
・完2安 楽11'-3 I!初旬 l~1肩関紙上などに畳表 入賞-If~ト
人にも通知します。人買作品については単行本，作成L
d長良しみんどよりに速綾 砂その他 国5第四医衡の返.
;JI Jf I関する岡U合わぜ(:1: ""じられません"なお 入

賞作品のき作悔は 祭良市t縮局します 砂問い合わゼ

…市役所世界遺耐震輩へ@
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生涯学習センタ

生涯楽習大学
事.唱を寄"同座『近世田章良聖膏U>J(S固シリーズ}
現在同出血に特にliWP手えた近世町告且に併向u
て、"世紀町事且の』ちりJ町を考える揖唱です=市内町再

A:'1から鴎師を招与 、 味ちがう軍Lぃf罪判?すと

左き '一 自陣 飼

l問 おかげまいお町かと ー重山文字尉畳わ
Ir1l1::"町 .. 宵，ん

日IHl:l I'!Aと.且
優良/.:1'11.'梅田
.持彰きん

日制 誼量軒高血酢..  粧宵 賓良般宵大.牢"敵曜の
憧刊ちん

'"民且 退一官~・.行a町町め役〈λらL町民、 偶自制安WEBM・』書闘きんの

314i且 車血町，掴
.v:.軒犬，陵町

属鹿・，ん

時間隠し、.れも午聾2時~午棲4問

定貝 品，w人

古関立学園直『方講申うたJ"園シリー丈}

Jj~町古典に現しみ、いに しえの，レを味わう講申です。

と a ，ー， 国.. 

'"'白血 大!tl">d:atll曲直晶子

'"出島 壬申め畠と高..・R .壇山岨掴k宇

1 /"J旬 ..車事岨車量骨 島書世縄目

V 四 "事週~.槍
柑.静膏さA

"輔 大弘田憲と方債晶画

時間1;1.1，\~れち午後'""午後 4時

定聞 各，，町人

方パソコン属産胡紐躍(告4圃シリーズ)

パソコン町"''*'掃作から簡単""章作虚までの初七、高

のための調暗です R

B・周冒， と 8 

パゾコン歯車7 11!lO-11l1の瞳量阜曜日" ・1

バノヨン寓車8 11/ll-11I3円晦週壷咽日"圃)

商問r;tl，\~れも午睡2開".開

定圃 ."人 .園田 νヱァムコンザルタシト円4、

出広義さん 'テキスト代 T恒肺門 bそ白他 乍胃内 d

容が同じです町で咽"平置とH年度内，"/:-J "揖岨を畳

けた人"応睡できません見

I申し込みl蛇彊はが畠に構座t，("ソコ J講直"瞬時.. 
と講座番号L 住所、氏名(ふりが辛) 司E崎、件町、電話

番号、生抵当時冒k苧白受講証を持っている人"畳揖証番号、

佐.希望"薩~院噌前}の人はそ円旨音書いて、IOJI12

日也誼で生証学習セノ，- ，守6弛.S3S7#ヶ町" 合2

6-8811)へ号 1牲に 人 l前座隅りー庫蝿と Lて聾
自畳講できる人に限り ます白受醜軒は揖科.事い場合IiIO

JI16日守前t咽辛からI司センターで公開抽置。

日|備し似白崎
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lt: :!1101I311101，'f後
'"γ、"争，
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11舗 潰】 ソヅラノ <1欧代

^犯さん ピアノ ンンセ

サイザー演奏一作自家の.
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[!I!I ~l ・m 日香風ぶ
?を"'・局内の歓& 笠盆村・J昨週R 上山によ
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衛悶子・釦仰の敏 衡問千・刷H骨身際情 山節赤
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，.レ込み】 往復はがきに住所氏名字術電

話畳号令書いて 1011副打t州開館内

ω0-S4)4111町27 nG2-59川へ。
1枚; 人陵町e多い崎.は繍趨(
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西"'よ..と問自主クル~プ逮館会が側きま'・ 目頃，炉習成果
の晃実a闘をとらしe，てザミ芸ど賓しい催しが盛りだくさんです. 

. 笹 山一一"ト3一
時事 円ーマ 「プラウ噌の拘こう慣j 正直令"
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硝蹴'閥抗崎町 ~T. 1'"肘は刷。

・リザイク"パザーとを'"月"日~午前"崎午後2時
.拘置パザ とを 1il1l22UJ船、"日明洋前"喝、午後3時 ・内曹
ぜんざい喫集'"日-24AL'るらしずし (12日 "日) カレーう
どん (m1)

.学酢醐抽出一川公畑、""，附前9崎、午後坤'"

日"午後3略まで .内密 書道事着手=佑本位闘相続

アートプラワー写真撮刻盆"般公どp
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ど.
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ι〆ト〆 1刷0釧月酬ω山.，巾eル午レト一ポ卜一ルん.，開e帽聞l恥"ν岬イ判もγ晴筒叩"情>>ト一γ哨後5問時
l酎い曾わt旬tI 8'自邸s公.. 鯵.(~宇孝圃i詑t 了 E副Il-~ 含 4(-01011ヘ.
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一緒績予防?つのポイント-

i 長引くせきU赤信号

， .見のうちI:BCG
3 進んで受けよう健康診断
4. .I!.iI"がぬたらそろって検診
5. of1はぺめず鍵縦しで
6 こhれた聴はもどらない

? 飴線機.で防費"が見つかることも

例目立保育園の..

を遮σ・とじて開搬
します.保有士"療

し、重リを1とくさん
周.してい..の

で.鰹に"睡しく

ださし、

子どもと-1II 1 ~ i11 ~ 

ぴ忽伊ら遊び方の ち~!I
ヒント四つ!フた V 

。子と叫闘を酌めてくださ仙

また 字育てについてち.，と心E悠こと 不安忽ことも
ー臨酬で押しよう

止 を1附11J I臼凶ト手前酬ト1時字
lところ】人富徹育園(=:条大宮町 包33-1355)
【対 象I0 -2畿の7どもとその家銭
【内.， 重宝ご在進ぴの陣虚 作って進ほうの録埼絵本ふ

れが吻留置酬Hで越l町田~~

1・レi1elIを自更はがき』住所 子どもの名健 年齢 C幕直指名
{同博4晴名)電話.-1，，''1:書いて 附月"日までに市役
醐脊謀、

~ゐ担董臼~

ヰ生涯学習包ンター開館 1周年配f堂本

~いきいき~ 牛深楽習
生涯学習センタ 伊生まれて"月で1年に怒ります.これからも

笠涯学Eとともに蟻んで円いきま<.

.!J_*lb輔副'で..かe

.τ4・τ.JIτ4・τ.・，r>τ
μd'ld働省官...

.... k{;"~ :l r.."' Wo!:oIt? 
t;;:Jo!: t.. 'r'I，CJ，ω智
<<禍Mt;--Iltr:;ター・.C'rifl1::s

E夢回国

田

据学習情.の鍵0院議自由に触っでuさ
さい

【2・1 視聴質重(暢子シエRマピテ
才シアター)・拠.貨ライブラリ ーに

ある映画(ピヂオ"上央

印 刷 工房{陶芸書偽酸ゾーン)・陶

.の練習風訴の見学と体重貧{先.w人i
・学爾:.1 .2. 3 (横E慢の倉文化偽麟
ソ ン1-ぅ"多量姐ごっつ必農.奈
良の後れた食併の紹介 純理の開発

...通じて脅しい食文化金金閣に受

信{今回のメイ Jテ マはf太和肉嫡J)
展示と鉱余{午後l時一5時}
{費用，.斜

【闘い盆わttlヨUI'学習センタ-，杉ヲ町 tr26-88!11へ，
..皇制値絹がを史い民め ・Hでの乗鎗は遠慮ください.

'"似山 1"

竃

.包ンタ-，綱図体自主タ凡戸プ

iMl"'l怖d画贋
とを附JI61l'AiI-10月"同帥前
9時~午後5持 ・4ところ 1屠.ャ
ラリ ー 砂出a込者山センター利則閣
外 白主グル プヨ陸自由l見学でき

ます '"・"..臼は休館}
.見学と掠鵬ソン

と'I!"'IOI!17tJ同時前同時午後5

時

{地闘} スタジ方) (歯凝傍観ソー

ン1-脅畿の健胃鳳僚の児?と体験
・スタジ" ，ダン叉4奪取ゾーン〉 ー
グ〆開削酬の見学左崎

【1・1 柵咽コア z生務.胃情俵
提供ンステム"ら釘""JIよる牛
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6植を〆ター{二印 南一了目J-JO O3( 1111) 

4長崎酬 に 条大島割前一了目 1-1，8 ftH -lllll 
縫合..械金金μ.-I納み町れ今寸 曾33-7876)
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| 胃 がん 綾 惨 E 
検惨事の逼闘検.です

・2ぜ，，"''';l.llt.の人{峰凶1:1111(l ・
..伺周'"._1同 ...網 "一附""1
叫?剛山叩 f笠間制

...の人"集約(申し込み時""'~幽"

同し帥一闘で川""打岬酬

UIII&!f--

入11.......'やかに..，い， ・.・・"な
どで開磁の検診量..免れf人<:1.~愛訟の

<曹'"島旬Eぜん " 現4室前..の人

や過去に手術..けた人 精密倹釜"'"。
え人l主主雄監仁細援Lて(I~さい，

ー一一一施炉んの化亡事"司z・.包して、重す.
将来腸がんが がん6よる死亡の1位.占

めるものと予'され 11". .匹。 同r'Jaが
ん彼自・.受付 与剛健児し 健闘衝1努めま

"う
."，一組.n上旬"経細U除". 
臨剛 隼 1 園 同盆 ，牽，のみ，，~

阿聞.の館衆電鍵曾壷禽‘の場合"更l
叩 I'fHlftJゆ門金制止だL 柚以

上と生活智雄竃 住民健..悦量衝は宥包代

のみ"し込"'lJl""Ula-) ~ '"し迅

み闘で州制'''''111師.......へ.
'" 受付開園料午後2時.，略

"当よぴ"略上旬tJIl ()予約問に11.1・
知・，予.. 昭子.・ず酬を鱒勺で 子

どもの健制'曹のよ~ t.>~.;o^~'附 しで

〈だきい.

.知・がないと受'"られまぜんの... 

."判"，川崎時入"他の事情で

蜘酔凶かか人"制欄噛へ酬

して (t!~ ぃ

各予防線穐.受付，・.".Jf働制度‘"
ど‘め健闘阪"よ〈緩んで受けて〈行各L

『情醐tf.!，"tの鍵劇帥qてもか

人"各 F防複値取旬織い区・縄問 11;11市

役lIijlj103"('~ll .(l.，"C< Iすきい
〈三阻 曾に叩n.威内1月間n・
日まれた押閥均喰Tしでも.，ぃ人"

通知...符しますので母子健康F・.

-.n......t::・E・-一
歯"医..帽.に困5ヒ重寸 "'簡や自
岨漏入れ歯会ど口に耐る"杷~"''';0 
人は気"に相思Lてくどきい{ただ，.. 

.と臨例稲川で.!-!<tA-I.

.，.叫"目前倒，~-pr. ~ l:': 

ろ 一保健セ〆ト 同・一岨以上の人

同 し帥 闘で市役所間酔.

ー・圃司
経.長ん同士で想 L011::: ~重ぜんか
・四 一予定闘が3. 4 11で闘として4

圃受鶴で8る初級.何人 ..し込ゐ ..jf
f置はが8に健所氏名隼・0 篭話骨.

幽‘予定H.f!:t穂積蜜」希望t・もて " 

""臼重でド市砲瞬健康精進課ヘ 多...
4訟は抽選

帳にI:I~‘'^ている経崎はがS あるも吋s
a耐えt.!I'.I:I#~に，安事項を・いで偲遇する

効回噌待相州制醐へ

E .... ailJ(fl，llAla;，.a: .... 
酬同酎針金 NHK文化全ンタ
N I! K~叫酬合開きます

~ l: ~"' ]L !IJ州府後 1剛一同. .， 

ζろ…ならまt，{::d- (車専綜町} ・肉

曾一健体操ーシZ イプヲげ時計スト，

タ， の."・ピ費子さん r・・の砥仇ぞれ
岬.，酬-11_*州緩め日..ーさ
ん"防省たの健康11"'"だが守る」 告す舵
{噺憲章温 ふる鈍と同船 ・NHK'"レ
ピ唱覇軍ヨ~~さん 岬冊酬 同

. -.lOO人 ・札帥 引"にすこやa
H 嗣I¥;s.&1l軒町田"
Mいて附"目HにNHK~1l歓送蘭

l'hJ(>.・~鍋屋町"】へ . ，般に川

"が嶋制措置 咽 L噌わtt--NHK
1ft"ン.- ，サ」ヤか・.，喰. .扇面‘

1..0120-0335821 '、.

問…;:l~ .I ，:;昭WiJI... ~ 

廃品同開耐珍聞H す叫にな

刊同判断畔以上院闘で先

恥た同化問l!I;OfJI r山働J
.行 9て..，ます

・とそ竪"11周!日明:n・1時一‘" ・と
とろ…厩歯梼医師会箇 {ー袋町} ・肉胃

.，.j・3鹿.，守層爾究京の加・..き^'r.. 
".仙川市川帥一1."'~')"'f 
バザーヲ..禽."n欄3-'llk対象定
閑却刈 ..し込み(フヲ，同町の制

"'lr!lIJが"ヲ-.・<1;， f作玄商 .. 梯怖.' 号 子どHも仰の叫r氏J<.;r，開名 時 4時叫E坤凧鴨蜘」円て 叫 2却泡
目打に岬鳳柚a酬拘醐舎
一寸r日"一→"円ヘ '聞酌ω晴合帥b凶曾 一咽開合伽の
肉坪肝きん{畑"'口3 ← 08~1)'ヘ~、、• 
-山田町一'"掴

園間四 一 一

一概副院の招提 精密幌4止の必要，

AU. -t...'t-H'開山重1"..."''''
どで同憾の慣.を受診Eれ仕入" 安易."

e 要あ旬まぜん.1 f. 現Ii.iI1・中の人ゃ
過去。手術金受Ijf:人情.jjtt;""，うた

人は主細糊して〈吹きい。

-・・-溢置届E四-
次の予防健穐.・8‘あ式で行L 重， 裕

信約金IH"Mで寸

〈費問》 通時をトて殿町跡同削

。rr'倦俺臼.予約'"・A棋をもらーヲて
〈目、 ""刷と各闘酬の除跡

" I・A山山

制叫母子1-'11'".酬附$の"

町 一'.;oIr:i;&'"，......咽
制時刊で鍋λで，，<>1，僧H

飴尾崎に4胴.してんまぜん地 酌畠舗が伺
t ますので気鰻L二伺附して <t!~ ぃ

~ ~."'1l1ii1幽虚後"与 A民aの.喝令
後'"までの絹地iI! ~ "し込ゐー母子，.

酬。つ円筒必のある人は酬して

〈だきも 闘はる個別納織が受けられ

室す 倉吉事31:.・7・.渡し室，.

~ 1:. 1! "'loll別府倹】1f1'.- .時 ・

とζろ ー制闘用 問 . 一ω.ilIH"l
人 ・・し込. ‘踊で市復断健禽増道陣
，、.

E E川 崎 町=ー

職自民齢医命倉句集"で周怠ます

・とを 一11119日，庁後2嶋一3防 ・と

ころー鳳医・会"イカル.;， ~ t一 ，.摩

市} ・働 省同 一帽酎内相閉

会の地図きん 1..07・.-2 2 -8 5 0 

，，̂、.
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関心も年々商ぷっています "固目を迎える今.
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「一刀眠時.

正己;:ot..UI
霊

祭 とんぼ玉作りのつ終演児字です.作町下たろのfι畿
の伐をご覧〈だちも .

盆

也〉一刀岡修目.，険 刀彫で来年の干支 (辰)作町 ，体

'換し霊す(附鴨川引.

③"ンナI'!I!IJ(;f:"本金カンナで倒り そのSをさを体験
します， ，を〈綱られた上位おに工Z品，プレゼント.削
"・で笛もできます.

明… ゴ一日→事旬，修
肌 H (材開瑚Ij)< 、

ロクロで乎ぴね

>111 

主主到
1会の作り fになりたいと思っている人の又めの
.，や偲扱です.

惨とを 11111111ω "日間l午前'"略~午後ち防

(14f1l時制刷で) 砂ととるーなら'"〆タ

{東"体町)

E孟』
現代奈良工芸の作り f'た
もの 「仏伎の彼Jが冴える
作品哨，です. ・ ー

・とを H川 Iltlj-l4f1川市1柵一時間
(l 4 f1 1~午後4 時まで} 惨とこる ならま%センタ

ー{東"林町) ・入期制 一舞斜

りを体験し.す(紛糾曽川州1.

⑤古.菌処般商め包包含体験します{紛斜稜l，'αlrll.
⑦闘を体験…..，で制緩のはがき作村どを酬し

ます(射れ脅 l，mドll.
惨とを 業河貨と体風。 @lll1}JiJUW-I.U倒序前附

時、午後3時 体験②、@"同日午前1備事~正午と午後

1時、3時体職(fは同日伽下前'"防~正下と午後1時
3時 惨とごろ ならま"シタ 01(，'予鉢町} 惨
@し込み 伐復はがきにf容所氏名年働電話.号
実施日 f午前 午後の.のあるもの"どちらか金明記)

椅慢のヲログラムを鳴いて 附1122日までに問.鋳局へ.

俳柑t柵週明 "ν滑川吻l..s;，..不要.
【闘い禽わ包" 長良ムZヲzステイパル切実行委同会事締
局同問鋼工柑.，内亨叫 訂正条大路樹了川， -

1 tf34-llll刷ヘ

工蓄はさーる(販売)と総手紙屡 目

現代の奈良L:;の作旬手た%のn'A/，をヲzスティ
パル価格で・ヲモロ売り切れ次第終(} 伝手紙の8・

ぷ 必武Lコーナ-，.農の永容さお献しコーナーも
あ旬ます.

惨とを…IlilIJEI(t)-14日間前'"時、午後岬

(lHlli 'f後川打 'cこる 制附醐
lN瞬鷹町) 砂入司船'...，m
噛 手紙問問明しぎす

'・テーマ 白山 ・醐叫…11';'.!o妙イズで原

則として穆と鴫叫勺た字削川の(融和

砂同開し治み 作おに直縛切手を貼旬 住所 氏名

町川町'"月おけでt同事恥
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